
36

私 の 理 論×実 践

学外活動やグループでの発表など、１年次から講義以外の実践的な授業が多いことが印象的です。

「基礎資料学」や「基礎ゼミナール」では、国立国会図書館や東京国立博物館の東洋館に足を

運び、中国の史料を目の当たりにして、そこで得られた考察をまとめて発表しています。中学生の頃

から日本史が好きで、中国の歴史を学んでいると日本との意外なつながりが発見できることが今は面白い

です。将来は歴史の教員をめざしていて、大学での実践的な学びは将来生徒に歴史の魅力を伝える

時のヒントにもなると感じています。
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東洋史コース

文学部 歴史学科 中国を中心とするアジア諸国の文化や歴史に対して、

継続的な知的探究心を持つ人。

アジアの歴史を学んで得た知識と能力を生かし、

現代社会の発展に貢献していきたい人。

漢文や中国語の知識を学び、

現代社会の発展に貢献したいと考える人。

史料や資料の分析方法、読解方法を身につけ、

事実を見出す力を養っていきたい人。

「近いのに、よくわからない」「近いから、もっと知りたい」
どんなきっかけでもかまいません。

私たちに身近な東洋の歴史を見つめ直し
まだ見ぬ東洋の魅力を探ってみませんか？

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

小林 伸二 教授 中国古代史
中国古代史のなかでも春秋・戦国時代の支配構造について研究をしています。諸国が対立と同盟をくり
広げる国際関係を軍事と外交、中央集権を支えた政治思想の側面から見直し、秦漢帝国形成への
新たな視点を定義したいと考えています。

大島 幸代 専任講師 仏教美術史 日本や東アジアの仏像や仏画の研究。

このコースがめざすこと

中国史を紐解くカギになるのが、漢文の読解

力や中国語のスキルです。史料の分析やイン

タビュー調査、中国人留学生との情報交換、

研究内容の発表などに役立ちます。

中国語を学ぶことで
研究が深まっていく

日本とアジア諸国との交流は不可避だからこそ、

中国をはじめとするアジアの政治史や経済史、

社会史、思想史、文化史を学んでおくことに

は大きな意義と価値があります。

中国を中心に、古代から
近代に至る東洋史を学ぶ

現代に伝わる膨大な史料を分析することで、

歴史の事実を問い直す思考力が向上。新た

な視点の獲得によって歴史問題の背景を理解

でき、課題解決の可能性も高まります。

歴史的課題の解決に向け
歴史を問い直す力を養う

“覚える歴史”から“考える歴史”へ

3つのポイント
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 史料に触れて再認識する歴史の面白さ。

学外活動やグループでの発表など、１年次から講義以外の実践的な授業が多いことが印象的です。

「基礎資料学」や「基礎ゼミナール」では、国立国会図書館や東京国立博物館の東洋館に足を

運び、中国の史料を目の当たりにして、そこで得られた考察をまとめて発表しています。中学生の頃

から日本史が好きで、中国の歴史を学んでいると日本との意外なつながりが発見できることが今は面白い

です。将来は歴史の教員をめざしていて、大学での実践的な学びは将来生徒に歴史の魅力を伝える

時のヒントにもなると感じています。
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東洋史コースの学生数は決して多くないものの、学年の壁を越

えて学生同士が支え合い、学び合える仲間の存在が魅力です。

普段は黙々と史料を分析していることの多い学生たちが、学園

祭では1年生から3年生まで全員で協力して研究内容を発表。そ

の間、卒業論文の作成に集中する4年生を大学院生が親身に

サポートします。学生が博物館や中華街での“課外活動”を企画

することもあり、楽しみながら東洋史を学ぶことができます。

大学院生や上級生が日常的にサポート 卒業論文一例

●秦王朝の成立
   ― 「秦王政集団」を中心として ―

●王莽について

●宋代の食と農水産業
   ― 水産業を中心として ―

●トイレから見た中国の近代化

東洋史コースの“学びのフィールド”

松島 佳音
歴史学科 
東洋史コース 2年
群馬県
東京農業大学第二
高等学校 出身

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

中国を中心とするアジア諸国の文化や歴史に対して、

継続的な知的探究心を持つ人。

アジアの歴史を学んで得た知識と能力を生かし、

現代社会の発展に貢献していきたい人。

漢文や中国語の知識を学び、

現代社会の発展に貢献したいと考える人。

史料や資料の分析方法、読解方法を身につけ、

事実を見出す力を養っていきたい人。

「近いのに、よくわからない」「近いから、もっと知りたい」
どんなきっかけでもかまいません。

私たちに身近な東洋の歴史を見つめ直し
まだ見ぬ東洋の魅力を探ってみませんか？

基礎資料学
歴史研究の進め方やテーマの見つけ方、ま

た資料収集や史料の読み解きについて、講

義と実践を交えて学んでいきます。国立国

会図書館を訪問して、中国の史料探しを体

験。大学で歴史を学ぶうえで土台となるスキ

ルを身につけます。

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

小林 伸二 教授 中国古代史
中国古代史のなかでも春秋・戦国時代の支配構造について研究をしています。諸国が対立と同盟をくり
広げる国際関係を軍事と外交、中央集権を支えた政治思想の側面から見直し、秦漢帝国形成への
新たな視点を定義したいと考えています。

大島 幸代 専任講師 仏教美術史 日本や東アジアの仏像や仏画の研究。
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